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序

この報告書は昭和 63年度、県営ほ場整備事業に伴ない、児湯農林振興局の委託を受け、

都農町の都南地区に所在する埋蔵文イヒ財包蔵地の発掘調査の記録であります。

63年 9月 から平成元年 2月 までの発掘調査の結果、縄文土器、石斧、石鏃、弥生土器、

磨石、石庖丁、砥石、石錘、鉄器等々数多 くの遺物及び遺跡が発見されました。

D 貴重そ魯毒[髯B讐を骨「ilg唇漁と逐吾継亀§蜃&;をととを雇号![ご程魯璽撓F
ものがあります。開発と文化財の保護に思いをいたし、広 く生涯学習の資料として御活用

を願います。

本事業の推進と本書の刊行にあたり、県文化課、児湯農林振興局、都南地区土地改良区、

等関係各位の御指導、御協力に対し深甚の謝意を表しますとともに、直接、発掘調査、刊

行に積極的な御尽力をいただきました長津宗重氏他各位へ厚 くお礼を申し上げます。

平成元年 3月

都農町教育長 守 部

D

寛



例      言

1.本書は、都農町都南地区の県営圃場整備事業に伴ない、昭和 63年度に実施 した新別

府下原遺跡の発掘調査概要報告書である。

2.発掘調査は、都農町教育委員会が主体となり、県文化課主任主事長津宗重が担当した。

3.調査組織は次の通りである。

調 査 主 体  都農町教育委員会                    |
教  育  長  守  部    寛
社会教育課長  河  野  武  光
課長補佐  河  野  吉  孝
主  査  金  谷  サ エ 子

特別調査員  愛媛大学法文学部教授  下  條  信  行
県総合農業試験場科長  有  村  玄  洋

.調 査 員 長 津 宗 重

発掘作業員  入江富積 。植田常―・植田タツエ 。内野宮尊信・遠藤宏二・

大喜多スエ・大喜多茂・河野清美・河野吉夫・河野ゼン子・

河野良雄・神崎五月・九鬼武夫・黒木カツヨ・黒木年男・

黒木初美・黒木正春・黒木三代子・佐山恭三・長友シヅ子 i

長友愛子 。長友綾子・永山光子・坂田信子・西尾 昇・

西尾富子・西尾りきこ。原 節子・坂東順子・松下 トシ子・   |

三輪信夫・矢野忠利・山崎美春・山本房義・山本チヨ子・

横尾芳寛

整理作業員  家村真澄・河野清美・田原辰子・富高和子・野田和美・

増田慈子・森 美知子

4.本書の執筆は、長津・河野が分担し、文責については目次に明記している。

5.本書の編集は長津が担当した。

6.土器の色調は農林省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖による。本報告の方位は

磁北である。またレベルは海抜絶対高である。
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第 I章 序

1.発 掘調査 に至 る経緯

宮崎県児湯郡都農町において、昭和路年度から、都南地区の県営圃場整備事業が行なわ

れている。昭和62年度に都農町教育委員会が、町内の追跡詳細分布調査を行ない事業区内

における遺跡の存在が確認された。さらに県文化課の63年 3・ 6月 の試掘により再確認さ

れた。調査により事業区内に遺跡の存在が判明したため、宮崎県児湯農林振興局と埋蔵文

化財の保護について協議が行なわれたが、事業施行上、保存が困難な部分は、事業との並

行発掘により昭和63年度に記録保存の処置をとることとなった。昭和63年 8月 に地元との

協議も終り、同年 9月 5日 ～平成元年 2月 1日 まで発掘調査が行なわれた。

都南地区の園場整備事業は、本年度で面工事は終了し、来年度以降道水路舗装工事が残

されている。調査は、都農町教育委員会が主体となり、宮崎県文化課 長津宗重氏が担当

した。

2.新別府下原遺跡周辺の歴史的環境
(1)

都南地区遺跡は宮崎平野北部段丘群の三角洲性低地 (名貫川開析扇状地)で、標高 30

m、 比高 10mで ある。

都農町内の遺跡は心身川、都農川、名貫川流域に分布している。
(2)

旧石器時代遺跡としては尖頭器・石核が出上 した黒萩遺跡が知られていたが、遺跡詳細
(3) (4) (5)

分布調査によって京塚遺跡・又猪野原遺跡で剥片が表採された。

縄文時代の遺跡は台地 (美々津一都農段丘群、名貫川開析扇状地)に分布 している。早

期の遺跡としては、楕円形・山形 。格子目の押型文の土器、打製石鏃などを出土した竜ケ

平第 1遺謀:)精円形・山形の押型文・打製石鏃を出土した舟川中原遺鵡 べある。後期の遺

跡 としては、綾式の上器・石錘を出土した三日月原遺詠黙ある。

弥生時代の遺跡としては、中期の新別府下原遺跡・新田遺跡があり、特に新別府下原遺

跡では、試掘調査によって 5軒の竪穴住居が確認されている。後期の遺跡としては、後期

初頭の又猪野原遺跡、 後半の境ケ谷第 1遺跡、 末葉の木戸平遺諜イゞある。境ケ谷第 1
(11)

遺跡では 2軒の竪穴住居が確認され、鉄器 (今伍)も出土している。また耕作中に一辺 5

説

-1-
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第 1図 新別府下原遺跡周辺の分布図 (縮尺 1/50,000)

1.新別府下原遺跡(A1  2.又猪野原遺跡   3.舟 川中原遺跡
5.平山遺跡      6.西 ノ郡遺跡    7.木 戸ノ平遺跡

熊 !

4.黒萩遺跡

8.京塚遺跡

12.都農古墳群 (。 )

曲辰鈍
任
齢
〓‐‐‥ｒ・＝‐ｉ々）一・・・
繁

9.境ケ谷第 1遺跡   10。 中原遺跡
13.東平下周溝墓群
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11.竜ケ平第 1遺跡



1001 篠別厨遺跡
1003 新別府遺跡
1004 新別府肥遺跡
1005 新別府川原遺跡
1006 下原遺跡
1008 竜ケ平第 2遺跡
1009 立野遺跡
1010 尾寸遺跡
10H 俵石第 1遺跡
1012 俵石第 2遺跡
1013 朝草原遺跡
1014 湯牟田遺跡
1015 榎土手遺跡
1016 後谷遺跡
1017 太生尾立第 1追跡
1018 衣生尾立第 2遺跡
1019 馬場口遺跡
1020 中河原遺跡

1021 鍛治屋敷遺跡
1022 鹿牟田遺跡
1023 上六生遺跡
1025 木戸平第 2遺跡
1026 森遺跡
1027 相見遺跡
1028 福原尾遺跡
2002 師匠田遺跡
2004 黒石遺跡
2005 川神田遺跡
2007 西ノ郡第 2遺跡
2009 白水遺跡
2011 境ケ谷第 2遺跡
2012 久次牟田遺跡
2013 白石第 1遺跡
2014 白石第 2遺跡
2015 旧牧跡第 1遺跡

2016 旧牧跡第 2遺跡
2017 松ケ鼻山遣跡
2018 井手ケ平遺跡
3001 内野下原遺跡
3002 内野遺跡
3005 心見住還上遺跡
3006 山末大原第 1遺跡
3007 山末大原第 2遺跡
3008 宮川遺跡
3009 心見遺跡
3010 長野遺跡
30H 舟川尾立遺跡
3012 下征矢原遺跡
3013 上征矢原遺跡
3014 東平遺跡
3015 寺迫下原遺跡
3016 中村遺跡

mの方形プランの周溝状遺構が 1基確認されているが各回発掘調査を行った新別府下原

遺跡では弥生末の竪穴住居 7軒と周溝状遺構 3基 。土墳 4基が検出され、周溝状遺構 1

基・竪穴住居 3軒・土城 2基が集落の 1単位として抽出されたのは注目される。

古墳時代の遺跡としては、 6世紀後半の須恵器 (郭身・際)を出上 した平山遺訴!9須

恵器の杯・甕を出土 した西ノ郡遺謝身ゞある。古墳としては前方後円墳 3基・ 円墳 21基

の計 24基で、その内 21基 は積石塚である。発掘調査は行われていないので古墳の内

容については不明である。古墳初頭の遺跡としては中原遺謝男ゞある。

当地域では発掘調査がほとんど行われていないために、地域史を具体的に描写できる

までには至 っていない。

註

(1)宮崎県『土地分類基本調査 都農』 1984

12)茂山 護・大野寅夫「児湯郡下における旧石器」『宮崎考古』第 3号 1977

0 都農町教育委員会『都農町遺跡詳細分布調査報告書』 1988

ほ)～ l101 註 3に同じ

位D石 川恒太郎「児湯郡都農町岩山遺跡調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』

第 18集 1976

位2 昭和 63年 11月 、畑耕作中に発見された。

位9～位D 註 3に同じ
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第Ⅱ章 遺構 と遺物

1.調 査 区の設 定 と概要

新別府下原遺跡 (都農町大字川北字新別府下原)は、宮崎市の北々東約 3 81gnの名貫川

を南に臨む標高 30mに 位置する。

都南地区回場整備事業に伴って県教育委員会文化課が昭和 63年 6月 10日 ～ 16日

に試掘調査を行った結果、遺跡が 2ケ所確認されたので、昭和 63年 9月 5日 ～平成元

年 2月 1日 まで約 二4000ぜの発掘調査を都農町教育委員会が行った。南北方向で 10

m方眼のグリッドを設定し、発掘調査 した順番で東からA・ B地区とした。A地区の北

側を試掘調査 した結果、窪地から縄文後期の上器片が出土 したが、遺構の存在が推定さ

れる場所は既に削平されていた。A地区 (6000ぜ )では東側の部分で弥生末の竪穴住

居 2軒・土墳 1基検出された。特に 1号住居から磨製石庖丁 1・ 両端えぐり入り石庖丁

ユ。砥石 1・ 磨石 4・ 鉄鎌片などが出土したのは注目される。また西へ 200m離 れた

B地区 (8000ゴ )では弥生末の竪穴住居 5軒・周溝状遺構 3基・土壊 4基が検出され

た。特にB-1区 では竪穴住居 4軒・周溝状遺構 1基・ 土壊 3基が検出されており集落

の 1単位が抽出された。 1号周溝状遺構は幅約 5 0cmの溝を隅丸方形に全周させており、

一辺約 5mの規模である。またB-1区 では縄文の打製石鏃 1が、B-8区 では縄文後

期の磨製石斧 1・ 打製石斧 3が出上した。

2.包 含層の状態

当遺跡では、アカホヤ層はA地区ではほとんど残存しておらず、B地区ではB-1・

2・ 7区が残存していたが、他の区では残存していない。

当遺跡の水田部分の基本層序は、第 I層が黒裾色ELS(Hue 10YR3/1・ 水

田耕土)、 第 I層が赤褐色土層 (7.5YR8/8・ 水田床 。鉄分を多く含み、硬質であ

る)、 第Ⅲ層が黒裾色土層 (10YR3/1)、 第Ⅳ層が黒色土層 (10YRl.7/1
・細礫を多く含む)、 第V層が裾色土層 (7.5YR4/4・ アカホヤ層ブロックを含む)

第Ⅵ層が黄橙色土層 (7.5YR 8/8・ アカホヤ層)、 第WIl層が裾色土層 (7.5YR6/
8・ 砂礫層)である。畑部分の基本層序は、第 二層が黒色土 (10YRl.7/1)で あ

り、水田の基本層序の第二～Ⅲ層に対応する。遺物は第Ⅳ層から出土する。

-4-
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3.弥生時代の遺構と遺物

弥生末の遺構はA地区の東側のA―

1区で竪穴住居 4軒・周溝状遺構 1基

穴住居 1軒・周溝状遺構 2基が検出さ

庖丁・砥石・磨石・石錘などの石器、

1区で竪穴住居 2軒・土壊 1基、 B地 区のB―
・土壊 3基、B-2区 で土墳 1基、B-7区 で竪
れた。弥生末の甕・壷・高ナ不・鉢などと伴に、石

鎌・鏃などの鉄器が出土 している。

(1)竪 穴 住 居 (第 3・ 5図 )

竪穴住居はA地区の2軒、 B地区の 5軒の計 7軒が発掘調査され、A-1区 ・ B二
1区・ B-7区 の 3つ の集落単位に分かれる。竪穴住居のプランは一辺 4～ 5mの方
形で、主柱穴は2本柱で、一部に 4本柱が見られる。竪穴住居の切り合いはない。以

下、詳細については竪穴住居観察表 (第 1表 )を参照されたい。

(2)周溝状遺構 (第 4図 )

周溝状遺構はB-1区 で ユ基、B-7区 で 2基検出された。周溝状遺構は幅 5 0cm
の溝を隅丸方形に全周されており、一辺 5mの規模である。
B-1区 の 1号周溝状遺構は主軸は南北方向で、幅 5 0cm、 深さ 1 6cmの溝を隅丸
方形に全周させており、 5 1 0cm× 4 8 0cmの 規模である。土器は東側の溝から甕な

どが出土 しているが、量は少ない。B-7区 の 1号周溝状遺構は幅 8 0cm、 深さ40
cmの溝を隅丸方形に全周させており、 5 5 0cm× 4 8 0cmの規模である。土器は東側

と北側で出土 しており、特に北側では壷・甕・高邪・鉢などが多数出土している。B
-7区の 2号周溝状遺構は 1号周溝状遺構に切られ、水田造成時にかなり削平されて
おり、幅 5 5cm、 深さ 1 3cmの周溝が断続的に隅丸方形に巡 っており、 4 9 5cmの規

模である。

G)土   城 (第 5図)
土城はA-1区 で 1基、B-1区 で 3基、B-2区 で 1基検出された。
A-1区 の 1号土墳は長さ 2 7 0cm、 幅 2 6 5cm、 深さ 3 0cmの規模で、甕 1が出
土している。B-1区 の 2号土城の規模は長さ 3 8 5cm、 幅 2 3 0cm、 深さ 2 8cmで 、
中に長さ 1 8 0cm、 幅 1 0 5cm、 深さ6 cmの小■lEがある。高郷・甕・鉢・壷などが

多数出土しているが、柱穴・焼土はない。 3号土墳は長さ 2 2 0cm、 幅 1 7 0cm、 深

さ 1 5cm、 4号土壊は長さ 3 7 0cm、 幅 2 6 5cm、 深 さ 5 cmの規模である。B-2区
の I号土壊は長さ2 3 5cm、 幅 1 8 0cm、 深さ 2 5cmで、土器片 1・ 磨石 1が出土 し

た。土壊にはすべて焼土はない。

-7-



地  区 住  居 プ ラ ン
規 模

積
をｍ

面 柱 穴 焼 土 備 考
長 さ×幅×深 さcm

A-1 1号住居 方 形 455× 445× 15 20.2 2 有
石庖丁 2・ 磨石4

砥石 1・ 鉄鎌 1

2号住居 方 形 (420+α )× (180+α )× lJ (17.6) 1+α

B・-1 1号住居 方 形 400× 365× 20 14.6 有

2号住居 方 形 365× 340× 40 有 石錘 1

3号住居 方 形 580× (350+α )× 31 (20.3) 2+α 有

4号住居 長方形 490× 390× 30 2 有 磨石 1・ 鉄片 3

B-7 1号住居 方 形 470× (450+α )× 10 (21.動 有 擦切 り石片 3

第 1表 竪 表察観居住穴

第 3図  A地区 1号住居実測図
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2号周溝状遣構
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1号周溝状遺構
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第 4園 B-7区 1。 2号周溝状遺構
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A-1 1号 住居
B-1 2号 土境
B-7 1号 周薄状遺構

‖朋

第 6図 弥生土器実測図
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第Ⅲ章

新別府下原遺跡は縄文時代後期と弥生時代中期 。後期末葉～庄内式併行期の遺跡である滑ミ

最盛期は弥生末～庄内併行期の一時期であり、その後は追跡 としては営まれていない。弥

生中期の集落 (5+α軒)か ら末の集落 (7軒)の間には断絶があり、未調査区に集落の

存在が推定される。

縄文後期の遺物としては、貝殻条痕の上器に共なって打製晒鏃・打製石斧 。磨製石斧など

が出上したが、残念ながら遺構は存在していなかった。遺構は未調査区に求められる。遺

構に共なわなかったが、定角式の磨製石斧は県内では初であり、石材の蛇紋岩の産地を今 .=
後特定する必要がある。

弥生時代中期の住居は、試掘のみであり集落の広がりを追究できるまでに至っていない。

5軒の住居の存在が確認されたが、一時期での同時

=在
の軒数は不明である。弥生末の住

居は 7軒発掘調査され、立地からA-1区 ・ B-1区 ・ B-7区 の 3グループに分かれる。
県内で弥生時代後期後半～末の集落で発掘調査されたのは、日向市の越シ遺録

1イ

2軒)、

川南町の上ノ原遺訴
216軒
)、 西都市の寺原第 1遺訴

3(2軒
)、 宮崎市の熊野原遺跡B地

置
4116軒
)。 前原北遺訴

5116軒
)・ 源藤遺訴

615軒
)、 清武町の浦田遺訴

7(6軒
)、

野尻町の大萩遺訴
8(6軒
)、 都城市の丸谷第 1遺録

9(2軒
)・ 祝吉第 1遺駅

0モ

7軒)・

祝吉第 2遺献
1(13軒
)な どがあるが、ほとんどは日向型間仕切り住響牲主体とする集落

であり、日向型間仕切り住居を有しない集落の様相は不明であった。都農町内における弥

生時代の集落としては境ケ谷第 1遺謀巻竪穴住居の一部が検出されたのみであった。 B―

I区で周溝状遺構 1基・竪穴住居 2～ 3軒・土壊 2～ 3基 という集落の基本的な一単位が '― Ⅲ

抽出された。竪穴住居は面積が 20ポ前後と日向型間仕切り住居を除くと当時期の方形プ
ランの竪穴住居としては標準的である。柱穴はB-1区 の 3号住居の 4本柱を除くと2本
柱を基本としている。

(lη

周溝状遺構は県内では日向市の百町原地区遺跡 1基、都農町の新別府下原遺跡 3基、川

南町の野稲尾遺謀Ъ基、新富町の鬼付女西遺跡B地翌 1基、宮崎市の熊野原遺跡A地ぎ t基

・熊野原遺跡 C地置
8!基
、都城市の年見川遺跡 1基が発掘調査されており、野稲尾遺跡の

後期初頭を上限として熊野原遺跡C地区の布留式 (古段階)を下限としている。プランは

熊野原遺跡A地区 1号周溝状遺構の盾形を除くと、隅丸方形で一辺 5mの規模が標準的で

あるが、熊野原遺跡A地区 1号周溝状遺構の 700× 6 0 0cmが最大規模である。周溝状

め
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遺構は集落内及び近接して営まれており、集落を構成する一要素である。周溝の北側や東

側から土器が集中して出土する点、熊野原遺跡C地区では周溝内の焼土の存在などから集

落共同体で行われる『祭祀』の可能性が指摘されているが、その具体的な内容は不明であ

る。

A-1区 の 1号住居から方形の石庖丁と両端えぐり入りの石庖丁が出土 したのは注目さ

れる。県内では 73遺跡で 131個 の石庖丁が出土し、そのタイプの内訳は直線刃外湾形

4,3%、 外湾刃半月形 24.3%、 方形 22.9%、 えぐり入り48.6%で ある。えぐり入り

石庖丁が半数近くを占めており、広義の宮崎平野の海岸部を中心に分布 し、一部山間部に
口)

0も
見られる。高鍋町の持田中尾遺跡 2号住居の前期末～中期初頭の外湾刃半月形を上限と

して、宮崎市の熊野原遺跡 C地区 1号住居・祝吉第 2遺跡 10号住居などの古墳初頭を下

限としている。えぐり入りは大萩遺跡 5号住居の後期後半を上限として、熊野原遺跡 C地

区 1号住居の古墳初頭を下限としているが、川南町の大迫遺駅娑 23個 も出上しており、

上限は海岸部で朔る可能性がある。

A-1区 の 1号住居は櫛描波状文を有する平底の壷・小型高郭から後期末葉に、 B-1

区の 2号土城は短 く外反する邪部を有する大型高邦・□縁部が若干外反する平底の小型甕

から後期末葉に、B-7区 の 1号周溝状遺構は櫛描波状文と竹管文を有する装飾高杯・長

い頸部の丸底の壷・口縁部が若干外反する上げ底の小型甕・櫛描波状文を国縁部に有する
122)

高台付きの鉢から庄内式併行期に比定 される。

今回の面的な調査によって集落の規模 と基本的な単位が確認されたのは大きな成果であ

った。細かい土器編年・集落構造などの問題点 は来年度の本報告書の中で明 らかにしてい

きたい。
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図版 1

A地区 (発掘 前 )

A地 区 (西 か ら)
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図版 2

ヽ
ツ

A地区 1号住居土器出土状況

A地区 1号住居出土石庖丁

-20-



図版 3

0

D

A地区 1号住居

B地区土層断面
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図版 4

B地 区 (発 掘前 )

B地区全景 (東か ら)
-22-



図版 5

B-1区 全

B-1区  全景 (東か ら)
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図版 6

B-1区  3号住居

B-1区  4号住居
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図版 7

B-1区  1号周溝状遺構

B-1区  2号土壊追物出土状況
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図版 8

B-2区 全

B-3・ 4 全
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図版 9

B-7区 全

B-7区  1・ 2号周溝状遺構
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図版 10

1号周溝状遺構土器出土状況

圃場整備中のA地区 (西から)
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